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1. 研究の目的  

平成 30 年 9 月に襲来した台風 21 号による強風により，白馬ウインドファームにおける風車ブレー

ドの損壊が生じた．風車ブレードの損壊発生時の風荷重設定のための理論的根拠となる知見を得る

ため，ウインドファーム内で強風の発生が予想される条件を再現し，乱流やウインドシアの推定を

行うために，気象モデル（WRF）および乱流モデル（LES）を用いた数値シミュレーションを行った． 

2. 研究の方法  

本研究では，風車ブレードの損壊発生時の風況場を再現するため，まずは気象モデルを用いた広域

場の数値シミュレーションにより平成 30 年台風 21 号の接近時の強風場の再現を行った．さらに，

風車付近の地形等により影響を受けた乱流やウインドシアの推定を行うために，乱流モデルを用い

た非定常流れ場の数値シミュレーションを行った．台風など気象場の再現には，領域気象モデルで

ある Weather Research and Forecasting (WRF)モデル（Skamarock et al. 2008）を用いた．モデ

ルの初期値・境界値には，気象庁の GSM 解析値を用いた．広領域にスペクトルナッジングを課すこ

とにより，総観場の効果をモデルに取り込むようにした．GSM の異なる解析時刻を計算開始時刻と

設定することにより，計算開始時刻の違いによる台風の再現性の不確実性を考慮したアンサンブル

計算を実施し，その中から気象庁のベストトラックと，和歌山接近時に最も近いコースを台風の中

心がたどったケースである 9 月 1 日 18 時 UTC を計算初期時刻としたケースを用いた． 

 

3. 得られた成果  

白馬ウインドファームにおける風車付近の地形等により影響を受けた乱流やウインドシアの推定を

乱流モデル（LES：ラージエディシミュレーション）を用いた乱流流れ場の数値シミュレーションを

行い，ブレードの損傷被害が発生した風車 17 号機付近で風速が増加している様子を再現し，損壊発

生時の風荷重設定のための理論的根拠となる知見を得た． 
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